
01

編集後記

「梅園」が生まれて百歳。「くすくん」が植え
られたのも同時期ということで、「梅」と「く
すくん」をモチーフに子どもたちが考えま
した。「梅」の模様と、それを支える大樹「く
すくん」の模様を組み合わせています。真
ん中には、「百」の文字を図案化して百歳を
喜ぶ笑顔にしています。

△くすくんの木の下に設
置された梅園百歳モニュ
メント（卒業生より寄贈）

△希望の風船を飛ばした
梅園百歳フェスティバル

〔参考資料〕　うめぞの風土記（岡崎市立梅園小学校編） / 新編岡崎市史20（総集編）
〔表紙写真〕　学区のペタンク大会参加者と梅園小学校の児童がくすくんの下に集合しました。偶然ですが100名ピッタシ！

〔作成委員会〕　渡邉哲朗/鈴木義明/神田晴彦/加藤禎三/志貴賢司/吉田達史/荒木暉久/天野良則
/佐野政則/本多孝美/深見真希/西川純一/杉浦哲夫/西垣彰俊/倉地耕治

岡崎市制10 0周年記念事業
岡崎まちものがたり　01  梅園学区まちものがたり 発行　2017年１月

　岡崎の中心地である梅園には紹介す
るところが数多くあり、あらためて梅園
のすばらしさを知ることが出来ました。
今後も次世代に継承していかなくては
と思っています。作成にあたりご協力い
ただいた皆様にはお礼申し上げます。

石のまち、寺のまち、川のまち

未来に伝えたいメッセージ

umezono

記念マーク
「百梅くん」

ひゃくばい

　登下校では、優しい地域の方々がぼくたちを見
守ってくれます。学校では、百歳をこえた「くすく
ん」が見守ってくれています。そのおかげで安心
して楽しい学校生活が送れます。大人になったら、
ぼくたちが梅園のまちを守ります。

梅園小学校6年生（平成28年度）　羽田野 成邦さん

　梅園学区に流れる伊賀川。春には満開の桜が咲き
川をより華やかにしてくれます。ぼくたちが小学校
5年生のときには、ホタルが舞いました。これからも、
伊賀川が梅園学区に笑顔と光を届けて欲しいです。

甲山中学校３年生（平成28年度）　天野 颯太さん

　梅園小学校が梅園の地に来て100年。わたしたち
のまちには、古いお店、二十七曲がりのまち並み、お
寺や神社、伝統を受け継ぐ職人さんなど歴史があふ
れています。わたしたちが受け継いだ歴史や伝統を
未来へ伝えていきます。

梅園小学校6年生（平成28年度）　前田 尚香さん

　創立145周年を迎えた梅園小学校は岡崎市内で1番
古い学校です。100年前から校庭にそびえる楠「くす
くん」は、みんなから愛されているお母さんのような
存在。歴史ある梅園小学校はわたしたちの誇りです。

甲山中学校３年生（平成28年度）　水谷 真奈さん

作成委員の
直筆メッセージ
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焼け跡にたたずむ菅野市長(当時)。江戸時代から住
宅が密集しているエリアで、火災に弱かったという

 

学
区
の
特
色

　
岡
崎
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
梅
園
学

区
は
、
古
い
歴
史
と
石
工
業
な
ど
す
ぐ
れ

た
伝
統
産
業
や
文
化
を
誇
る
地
域
で
、
徳

川
家
康
に
ま
つ
わ
る
由
緒
あ
る
神
社
・
仏

閣
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
学
区
内
に
は
、
行
政
の
中
心
で
あ
る
市

役
所
が
あ
り
、
籠
田
・
伝
馬
地
区
や
稲
熊

地
区
で
の
商
業
も
盛
ん
で
す
。
さ
ら
に
、

伊
賀
川
流
域
や
箱
柳
地
区
な
ど
、
学
区
の

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
今
で
も
豊
か
な
自
然
が

多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

 
学
区
の
行
事

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
１
０
０
０

人
以
上
が
参
加
す
る
「
学
区
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
」
や
、
子
ど
も
会
の
６
年
生

が
中
心
に
な
り
企
画
・
運
営
を
行
う
「
う

め
っ
子
ま
つ
り
」
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
各
神
社
の
お
祭
り
も
盛
大
に

行
わ
れ
て
お
り
、
学
区
民
が
集
う
イ
ベ
ン

ト
満
載
の
街
で
す
。

　
梅
園
小
の
校
庭
に
は
、

大
正
天
皇
の
ご
即
位
記
念

と
し
て
大
正
４
年
に
植
樹

さ
れ
た
ク
ス
ノ
キ
が
あ
り

ま
す
。「
く
す
く
ん
」
と
し

て
親
し
ま
れ
、
学
区
の
シ

ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

皇紀2600年の
記念事業として、
市民から寄付金を
募りました

岡崎石製品工場公園団地。稲熊町・箱柳町・小呂
町に造成し、47業者で操業が開始された

梅園小学校の教室等は充実した設備が自慢！外観
も明るくテラスもあり、モダンな校舎になっている

平成20年８月末豪雨で小呂川流域が浸水被害を受
け、小呂川から伊賀川への流入口を約５倍に拡張

米騒動の対策として開設。265坪、7店舗で食料品や
生活用品などを販売した

それまでは、
町じゅうに石屋が
点在していました。

石加工の機械化が進み、
騒音や粉塵などの公害が
問題になり、移転へ…
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ま
ち
の
な
り
た
ち　
く
す
く
ん
と
と
も
に

梅
園
学
区
の
１
０
０
年

d ata
子どもたちの元気な姿を見届けてきた
梅園小学校の楠　くすくん

耐
震
を
強
化
し
た

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

校
舎
で
す
！

◁学区レクリエーション大会
　（2014年の様子）

△うめっ子まつり（2015年の様子）

よろしくね！

現
在
児
童
人
気
ナ
ン
バ
ー
1
！
公
園
と
し
て
は

珍
し
く
展
望
台
が
あ
り
、
町
が
一
望
で
き
ま
す

楽しそうだね！

一
九
一
六
年
▪
大
正
5 

市
制
施
行
に
伴
い
校
名
が
愛
知
県
額
田
郡
岡
崎
高
等
小
学
校
か
ら
梅
園
尋
常 

 

高
等
小
学
校
と
改
称
。
校
舎
も
康
生
町
か
ら
現
在
の
稲
熊
4
丁
目
に
移
築

一
九
二
〇
年
▪
大
正
9 

伝
馬
町
公
設
市
場
開
設…

一
九
二
八
年
▪
昭
和
3 

箱
柳
町
が
梅
園
学
区
と
な
る

一
九
四
〇
年
▪
昭
和
15 
伊
賀
川
堤
防
約
2
㎞
の
間
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 

桜
の
木
2
6
0
0
本
を
植
樹

一
九
四
一
年
▪
昭
和
16 

梅
園
尋
常
高
等
小
学
校
を
梅
園
国
民
学
校
に
改
称

一
九
四
五
年
▪
昭
和
20 

岡
崎
空
襲
に
よ
り
康
生
町
、
伝
馬
地
区
被
災…

一
九
四
七
年
▪
昭
和
22 

梅
園
消
防
団
結
成
（
団
員
1
1
8
名
）

 

梅
園
国
民
学
校
を
岡
崎
市
立
梅
園
小
学
校
に
改
称

一
九
五
七
年
▪
昭
和
32 

篭
田
公
園
開
設

一
九
六
六
年
▪
昭
和
41 

名
鉄
バ
ス
岩
中
線
開
通　

箱
柳
町
の
児
童
が
バ
ス
通
学
と
な
る

一
九
六
八
年
▪
昭
和
43 

六
地
蔵
町
、
祐
金
町
、
十
王
町
が
梅
園
学
区
と
な
る

一
九
七
六
年
▪
昭
和
51 

稲
熊
町
に
岡
崎
石
製
品
工
場
公
園
団
地
が
完
成…

一
九
八
三
年
▪
昭
和
58 

梅
園
学
区
の
子
ど
も
会
運
営
に
よ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 

「
第
一
回
う
め
っ
子
ま
つ
り
」
が
開
催

一
九
八
五
年
▪
昭
和
60 

梅
園
学
区
市
民
ホ
ー
ム
開
館

一
九
八
八
年
▪
昭
和
63 

梅
園
学
区
こ
ど
も
の
家
開
館

一
九
八
九
年
▪
平
成
1 

総
代
会
、
社
教
委
員
会
な
ど
、
学
区
26
諸
団
体
に
よ
る
梅
園
協
議
会
発
足 

一
九
九
四
年
▪
平
成
6 

梅
園
公
園
完
成

一
九
九
五
年
▪
平
成
7 

梅
園
協
議
会
主
催
第
一
回
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
崎
市
中
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
梅
園
に
オ
ー
プ
ン

二
〇
〇
〇
年
▪
平
成
12 

人
口
増
加
に
よ
り
町
区
分
が
29
町
か
ら
31
町
と
な
る

二
〇
〇
四
年
▪
平
成
16 

梅
園
小
学
校
の
新
校
舎
完
成… 

二
〇
〇
七
年
▪
平
成
19 

梅
園
小
学
校
新
体
育
館
完
成

二
〇
〇
八
年
▪
平
成
20 

平
成
20
年
8
月
末
豪
雨　
床
上
、床
下
浸
水
に
よ
り
約
3
0
0
世
帯
が
被
災 

二
〇
〇
九
年
▪
平
成
21 

梅
園
学
区
福
祉
委
員
会
が
設
立

二
〇
一
六
年
▪
平
成
28 

伊
賀
川
改
修
・
小
呂
川
合
流
部
拡
張
工
事
完
成…

□人　口 14,240人
 男性 6,985人
 女性 7,255人
□世帯数 5,688世帯
□面　積 6.02㎢
[2016年7月1日現在]
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名鉄名古屋本線

名鉄名古屋本線

　
歴
史
あ
る
寺
や
神
社
が
多
く
、岡
崎

宿
の
中
心
で
あ
っ
た
伝
馬
通
り
は
、今

で
も
商
業
地
区
と
し
て
賑
わ
い
を
残
し

て
い
ま
す
。そ
ん
な
学
区
内
の
旧
跡
や

名
所
、見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ち
も
の
が
た
り
マ
ッ
プ

梅
園
学
区

学区にある
寺・神社リスト

❶圓頓寺
❷興連寺
❸西照寺
❹聖徳寺
❺春谷寺
❻真宗大谷派
　三河別院
❼随念寺
❽崇源寺
❾誓願寺
10千祥寺
11専福寺
12善立寺
13貞松寺
14東林寺
15徳順寺
16西本願寺三河別院
17法専寺
18宝福寺
19宝林寺

❶岡崎天満宮
❷稲前神社
❸徳王稲荷社
❹諏訪神社
❺熊野神社

kk

   伊賀川の桜
市内でも有数の桜の名所。春の満開時は
見応えがある

aa   徳王稲荷社
4月下旬から5月にかけて「藤まつり」が開
催される

BB   梅園公園
公園内の展望台から市中心部が一望できる
CC

　
 

大
黒
屋

岡
崎
宿
伝
馬
の
賑
わ
い
を
知
る
松
の
木
が
あ
る

DD

     

花
崗
町
の
常
夜
灯

１
８
１
３
年
に
作
ら
れ
た
常
夜
灯
。火
袋
は

空
襲
に
よ
り
な
く
な
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る

    

伝
馬
の
常
夜
灯

１
８
０
３
年
に
作
ら
れ
た
、市
内
に
残
る

最
も
大
き
な
常
夜
灯

   諏訪神社の石灯篭
市内で最古といわれている
石灯篭（岡崎市指定文化財）

hh

   稲前神社
創建は奈良時代といわれ、岡崎で最も古い
神社ともいわれている

jj ii

ee　篭田公園
公園入口に建てられた、戦災復興を記
念する石碑

❹

❸

❸

❷

❺熊野神社

ff   岡崎天満宮
1217年創建。もとは総持尼寺の鎮守の
神として奉斎された

❹

FF（　 ）

hh（　 ）
BB（　 ）
kk（　 ）

　
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
山
岳
信

仰
が
盛
ん
な
頃
、木
曽
御
嶽
山
に
な
ら
っ

て
石
仏
が
建
立
さ
れ
、御
嶽
山
の
里
山

と
し
て
崇
め
ら

れ
ま
し
た
。
天

照
天
皇
な
ど
の

石
仏
が
大
小
40

体
ほ
ど
点
在
し

て
い
ま
す
。
道

路
脇
に
石
仏
遊

歩
道
入
り
口
の

案
内
碑
が
あ
り

ま
す
。

column

歩
い
て
み
よ
う
！

石
仏
遊
歩
道

gg

えんどん   じ

こうれん   じ

さいしょう じ

しょう         とく   じ

しゅん     こく      じ

しん  しゅう            おお  たに       は

 みか わ   べつ いん

ずいねん   じ

そうげん   じ

せいがん   じ

せんしょう  じ

せんぷく   じ

ぜんりつ   じ

てい しょう    じ

とうりん   じ

とくじゅん   じ

にしほんがん  じ     み  かわべついん

ほうせん   じ

ほうふく   じ

ほうりん   じ

おか ざき てん まん ぐう

いな くま じん じゃ

とく おう   いなり   しゃ

  す    わ  じんじゃ

くま  の   じんじゃ

寺院

神社

477

483

293

248

東
名
高
速
道
路

モ
ダ
ン
通
り

至 岡崎IC

伊賀川伊賀川

伝馬通り
伝馬通り

岡崎北高校岡崎北高校

❹❹聖徳寺聖徳寺

箱柳城跡箱柳城跡

辻村煙火店
（→特集 　 ）
辻村煙火店
（→特集 　 ）

石の公園団地
（→特集 　 ）
石の公園団地
（→特集 　 ）

岡崎公園岡崎公園

岡崎市役所岡崎市役所

稲前神社稲前神社

東岡崎駅
東岡崎駅

梅園小学校梅園小学校

愛知教育大学
附属岡崎小学校
愛知教育大学
附属岡崎小学校

愛知教育大学
附属特別支援学校
愛知教育大学
附属特別支援学校

岡崎学園高校岡崎学園高校
17法専寺17法専寺

伊賀川の桜伊賀川の桜

岡崎城岡崎城

477

岡崎市役所岡崎市役所

伝馬の常夜灯伝馬の常夜灯

梅園公園梅園公園

梅園小学校梅園小学校

旧石原家住宅
（→特集  ）

旧石原家住宅
（→特集  ）

岡崎信用
金庫資料館
（→特集  ）

岡崎信用
金庫資料館
（→特集  ）

岡崎市民会館岡崎市民会館

三浦太鼓店
（→特集 　 ）
三浦太鼓店
（→特集 　 ）

日本福音ルーテル岡崎教会
（→特集  ）
日本福音ルーテル岡崎教会
（→特集  ）

林忠兵衛弓具店
（→特集 　 ）
林忠兵衛弓具店
（→特集 　 ）

松井本和蝋燭工房
（→特集 　 ）

松井本和蝋燭工房
（→特集 　 ）

大光山善立寺
（→特集  ）

大光山善立寺
（→特集  ）

篭田公園篭田公園

大黒屋大黒屋
花崗町の常夜灯花崗町の常夜灯
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❶

❷

❸
12

16
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甲
山
中
学
校

愛知教育大学
附属岡崎小学校
愛知教育大学
附属岡崎小学校

愛
知
環
状
鉄
道

甲
山
中
学
校

モ
ダ
ン
通
り

伝馬通り
伝馬通り

石や町通り
石や町通り

梅園学区拡大MAP

二十七曲がり

竜
東
メ
ー
ン
ロ
ー
ド(

岡

崎

環状線)

石仏遊歩道

交
番

愛知教育大学
附属特別支援学校
愛知教育大学
附属特別支援学校
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旧
石
原
家
住
宅

石
工
業

1主屋：通常より二階の天井が低い「木造つ
し二階建て」で、農家形式の建物　2土蔵：
木造二階建てで、切り妻屋根が桟瓦葺きで
ある　3庭門：六角形の木柱が２本あり、
自然木を加工した控柱が本柱を支えている

1ノミを使って加工する職人さん　2石工道具を作る鍛冶屋さん　3梅園小にあ
る市内小中学校最古の二宮金次郎石像と「百年庭園」の春日型灯篭

1本堂：寄棟造、桟瓦葺、内陣に禅宗様須弥壇を置く　
七面堂：切り妻造、桟瓦葺　玄関：本堂の東側に立ち、唐破風造
2山門：桟瓦葺の高麗門形式　

１階は市民ギャラリー、２階はお金にまつわる展示
コーナーになっている（入館無料）

国登録
有形文化財
建造物
を巡ろう

岡崎市内にある国登録有形
文化財 (建造物 )16件のうち
9件が梅園学区にあります。

学区内には手作り等による伝統的な
工芸が多数あり、昔から現在、現在
から未来へと受け継いでいます。

　
江
戸
時
代
後
期
の
町
屋
の
姿
を
今
に
伝
え
る

貴
重
な
建
物
で
す
。
石
原
家
は
か
つ
て
米
穀
業
・

金
融
業
を
い
と
な
む
商
家
で
、
江
戸
時
代
に
総

持
尼
寺
の
寺
領
で
あ
っ
た
石
原
家
４
代
目
の
石

原
東
十
郎
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
国
登

録
有
形
文
化
財（
建
造
物
）と
な
っ
て
い
る

主
屋
と
土
蔵
は
１
８
５
９
年
、
庭
門
は
昭

和
初
期
に
建
築
さ
れ
ま
し
た
。

　
和
蝋
燭
や
手
描
き
の
絵
蝋
燭
を
、

１
０
０
％
国
産
の
木
蝋
を
使
用
し
た

昔
な
が
ら
の
製
造
方
法
で
製
造
・
販

売
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
３
代
目
の

松
井
規
有
さ
ん
が
営
業
中
で
す
。

六
供
町

大
光
山
善
立
寺
祐
金
町

岡
崎
信
用
金
庫
資
料
館

伝
馬
通
一
丁
目

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
岡
崎
教
会

教
会
堂
伝
馬
通
四
丁
目

　
日
蓮
宗
見
延
山
久
遠
寺
の
末
寺
と
し
て
、

現
在
も
三
河
地
方
の
中
心
的
存
在
の
寺
で

す
。
創
建
は
１
４
６
７
〜
１
４
６
９
年
で
、

開
山
は
本
山
妙
覚
寺
十
五
世
本
是
院
日
護
上

人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
堂
、七
面
堂
、

玄
関
、
山
門
が
国

登
録
有
形
文
化
財

(

建
造
物)

と
な
っ

て
い
ま
す
。

 　
大
正
６
年
に
岡
崎

銀
行
本
店
と
し
て
建
造

さ
れ
、
現
在
は
岡
崎
信

用
金
庫
資
料
館
と
し
て

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
格
的
な
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
様
式
を
取
り
入
れ
た

建
築
で
、
赤
レ
ン
ガ
と

岡
崎
産
の
花
崗
石
を
組

み
合
わ
せ
た
レ
ト
ロ
な

建
物
で
す
。

2

1
1
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毎週日曜日の午後２時半から日曜礼拝を、12月24日の
夜にはクリスマス礼拝を開催

　
戦
後
復
興
期
の
１
９

５
３
年（
昭
和
28
）に
建

て
ら
れ
た
木
造
教
会

で
、
塩
焼
赤
瓦
屋
根
と

白
い
壁
、
教
会
堂
の
上

に
あ
る
十
字
架
が
特
徴

で
す
。
内
部
中
央
の
礼

拝
堂
の
天
井
は
化
粧
小

屋
組
で
、
キ
ン
グ
ポ
ス

ト
ト
ラ
ス
を
見
せ
て
い

ま
す
。

2

11
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ここが
見どころ

ここが見どころ

特集 1

伝えたい
伝統工芸

特集 2

1

和
蝋
燭

和
太
鼓

23

2
3

全工程を１本１本手作りしている

明治４０年創業の松井本和蝋燭工房
　
１
８
６
５
年
（
慶
応
元
）
創
業
。

現
在
は
和
太
鼓
作
り
に
加
え
て
、

６
代
目
が
太
鼓
教
室
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
も
行
い
、
積
極
的
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

写真は５代目三浦彌市さん

海外からも注目される三浦太鼓店

　
明
治
２０
年
頃
か
ら
独
自
の
弓
の
銘
柄

を
製
作
し
て
き
ま
し
た
。
終
戦
後
に
弓

の
製
造
を
中
止
し
、
現
在
は
弓
や
付
属

品
の
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

弓
道
具

花
火

45

岡崎は弓道が盛んな地域で、弓具の需要
が高い

岡崎の弓道を支える林忠兵衛弓具店
　
辻
村
煙
火
店
は
昭
和
３５
年
創
業
で
、

原
料
作
成
加
工
、
玉
作
成
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
花
火
職
人
の
入
山
さ
ん
は
、

平
成
８
年
ま
で
線
香
花
火
を
作
っ
て
い

ま
し
た
。

入山さんが
作った線香花火

辻村煙火店と花火職人の入山さん

それぞれの場所は
P4－5のＭＡＰページを

チェック！

稲前神社の手筒花火　

み
か
げ

　
岡
崎
の
石
工
業
は
、
そ
の
良
質
な
素

材
と
優
れ
た
技
術
力
に
よ
り
、
全
国
的

に
も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　
石
工
業
発
展
の
起
源
は
、
１
５
９
０

年
に
岡
崎
城
主
と
な
っ
た
田
中
吉
政
が
、

城
下
町
整
備
に
か
か
わ
る
堀
や
石
垣
の

築
造
に
石
工
を
河
内
や
和
泉
の
国
か
ら

招
き
、
隨
念
寺
門
前
に
土
地
を
貸
し
て

保
護
し
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
岡
崎
北
東
部
に
良
質
の
花
崗
岩

を
多
量
に
産
出
し
、
各
種
石
工
芸
品
に

加
工
し
て
石
都
岡
崎
の
特
産
品
と
な
り

ま
し
た
。
昭
和
５１
年
に
は
稲
熊
町
に
石

の
公
園
団
地
も
設
立
さ
れ
、
そ
の
技
術

と
伝
統
を
現
在
も
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

か　
こ
う
が
ん
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